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江戸時代における呉服注文の
具体的プロセスに関する研究






























































































































































禄 11年 (1698)刊の 「新板和国ひいなかた大全J

























にかけて活躍した呉）Jlf師で、 三代宗伯 (1芯水 8
年<1613 >没）が浅井長政の愛顧を得たこと
を縁として、その三人の娘である敗臣秀吉側奎
淀殿（茶々 ） • 取栢祐j次正室·m·邸 l浣 （初） • 徳川
秀忠正至娯源院 （江）から呉服注文を受けるよ
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伝える → く 2>呉服商の担当者が注文控




案する（台帳 3) → く 5>顧客とやり取り
して仕様を決定 → く6>注文台帳（台帳4)
に消曹する → く 7>職人向けの仕様冑（台




の調整） → く 10>縫製（仕立て） → < 
11>完成品の点検（検品） → く12>台帳（台
帳 3または台帳 4) に完成H・価格等を記入
する → く 13>かかった経費を算出し、請
求する金額を決定する（台帳 6) → く 14> 
納品台帳・請求台帳（台帳 7)を制作する → 
く 15>納品書・請求書（台帳 7) とともに





















































ミたいさま (1) 御ふく (2) +たん (3) 此内 御たけいつものことく四しやく (7)

















御はく (6) と御そめ物 (6) と
此内そめぬいはく (6)
御そめ物 (6)
















































しかし模様 (5)、技法 (6)についての記述は、 また、包紙上書に「女院様御用之節江戸様
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4-4-2 ~ 芯文 6年<1666 >以降、、J.怒政頃まで
（中流のlf人女性以上）
現在確認されている限り、小袖雛形本のILi版

















































図が 11廿あるいは 2冊 ・3lit・5 -fl廿に納めら
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変化へと向かう 。 肉節雛形本に、裾校様 • 桜校
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る '--i~ Jtv 8 年 (1758) の 「松印咆兄本~Ji」（ 柊l
















































































































































































































































































































































































































































































































































































正保 3年 (1646)12月 12日の日付、
次郎左衛門宛の 3通の書簡にそれぞれ
承応 3年 (1654) 8月28・ 明暦 3



























































































































































共立女子大学家政学部紀要 第 63号 (2017) 
に武家男性や町人の男女の衣服に多く用
いられたのに対し、中形染は主に庶民の
服飾の主要な加飾技法として、多く木綿
地に施された。浴衣の加飾の主流をなし
てきた染であるため、別名「浴衣染」と
もいわれるが、浴衣だけでなく通常の小
袖にも用いられた。
註32 「御呉服物諸色仕様帳御屋敷へ遣候
—72 — 
御控Jにも、経費の集計額あるいは呉服
代金と思われる金額が符牒で呉服名の右
に記されているが、本資料が注文主であ
る松平家に提出された仕様書の控である
ことからすると、これらの金額は、「御
呉服物内積り帳」などを参考に、呉服完
成後に書き加えられたものと推測され
る。
